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　市民の皆さまにおかれましては、希望に満ちた
新年を心穏やかにお迎えのこととお慶び申し上げ
ます。

　昨年は、地域企業や金融機関の連携・出資により
設立された「いるまe-MIRAI株式会社」と包括連携
協定を締結し、エネルギーの地産地消や防災レジリ
エンスの強化などの脱炭素への取組のほか、運動
公園プールのリニューアルやクラウドファンディン
グ型ふるさと納税による児童書の充実を図り、元気
な子どもが育つまちとしての取組を進めてまいり
ました。
また、5月から7月にかけて市内各所で実施したタ

ウンミーティングでは、参加いただいた方々より市
政や地域の課題についてたくさんのご意見、ご要望
を頂戴しました。いただいたご意見は、令和9年度か
ら計画期間をスタートする次期総合計画の策定に
おいて参考にさせていただくとともに、本年も市民
の皆さまの声に真摯に耳を傾けてまいります。

さて、昨年11月に入間市長就任2期目をスタート
させていただきました。「来てよし、住んでよし、働い
てよしのまち・入間」を目指して新たな挑戦をし、市
民の皆さまがずっと住み続けたいと思い、誇りに思
うことのできる入間市を実現するため、未来のまち
づくりに取り組んでまいります。どうか市民の皆さま
のご理解とご協力を心よりお願い申し上げます。
　それでは、新年にあたり、市政運営の基本的な考
えを申し上げます。

樹齢1,000年を誇る入間市指定文化財、栢（かや）の木の前で。
昨年11月に西久保観音堂（宮寺）で初開催された「栢の木まつり」
で、土の絵の具を用いて和紙に願いをしたためました。

　新たに始まった２期目は、これまでの取組をしっかりと継承し、さらに発展させながら、「未来
共創」をキーワードに市に関わるすべての皆さまと課題を共有し、共に未来を創っていくため
に汗をかいてまいりたいと考えております。
　そのための市政改革として、「財政再建」、「未来投資」、「教育改革」の３本の柱を掲げました。

特 集

100年後の未来へ ～未来共創～
秘書課、企画課

１つ目の柱　「財政再建」
　財政再建は、持続可能な地域社会の実現には欠かせないものであり、「入るを量り
て出ずるを制す」という言葉のとおり、収入と支出のバランスを慎重に見極め、経営感
覚をもって現実的で持続可能な財政運営を目指してまいります。
経常収支比率が厳しい水準にある状況下においては、各事業をゼロベースで見直

しながら選択と集中を重ねるとともに、優先的に実施すべき政策を実現するための財
源確保が必要となります。そのため、引き続き事業見直し（「いるまドック」※）を推進
するとともに、「稼ぐ市役所」を念頭に置いたクラウドファンディング型ふるさと納税
の推進など、新たな歳入確保策にも挑戦して、中長期的視点に立った行財政改革を進
めてまいります。
また、今後公共施設の建替え時期が集中することから、資金不足が生じないよう慎重

な財政運営を心がけ、持続可能な自治体経営を体現すべく全力を挙げてまいります。
　なお、私の２期目の在任期間が満了する時期は、「入間市公共施設マネジメント事
業計画」の第１期計画期間の最終年度にあたります。厳しい財政状況ではあります
が、計画に基づき各事業を着実に進め、第２期以降の計画実現に向けても準備を進め
てまいりたいと考えております。
　そのためには、財政の透明性を確保し、市民の皆さまにもご理解をいただきなが
ら、限られた財源の中で最大の成果を引き出し、安定した財政運営を実現することで、
将来にわたって安心して暮らせる入間市の基盤を築いてまいります。

※「いるまドック」：事務事業の重点評価

　財政再建は、持続可能な地域社会の実現には欠かせないものであり、「入るを量り
て出ずるを制す」という言葉のとおり、収入と支出のバランスを慎重に見極め、経営感
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　これら「未来志向」の取組により、「心豊かでいられる、『未来の原風景』を創造し伝承する。」というパー
パスに基づき、100年後の未来を見据えながら、心豊かで幸せなまちづくり、未来共創のまちづくりを市
民の皆さまと一緒になって進めていきたいと考えております。
　入間市の未来を創るには、市民一人ひとりの情熱と行動が不可欠です。
　「誰かが創るまち」ではなく、「私たちの手で創る、真のまちづくり」の道を市民の皆さまと共に歩んで
いきたいと考えております。市民の皆さまが、ずっと住み続けたいと思い、誇りに思うことのできる入間
市を実現するため、皆さまの声を大切に、共に考え、共に行動していく市政を創り上げてまいります。

　これまでの４年間、入間市の未来に花を咲かせることができるよう、鍬を入れて土を耕し、たくさん
の種をまき、ようやく芽が出てきたところです。これからの４年間は、その芽を大切に育むため、水をや
り、肥料をまきながら広く深く根を張らし、太陽に向かって真っすぐに大きく成長させ、さらには新し
い種もまき、その芽も出るように努力し、将来にわたり力強く美しい花を咲かせることができるよう努
めてまいります。
　入間市の未来に責任ある市政の代表者として、全身全霊をかけて誠実に邁進してまいりますので、市
民の皆さまには、ご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

２つ目の柱　「未来投資」 ３つ目の柱　「教育改革」
子どもたちの「今の幸せ」と「豊かな未来」を創ることこそが私たち大人の使命であ

り、社会全体の責任であるという信念に基づいて、教育改革に力を入れてまいります。
　社会環境が目まぐるしく変わり、予測できないことが頻発する現代において、すべ
ての子どもたちが自らの力で未来を切り拓き、社会の中で自分らしく活躍できる力を
育むことは、非常に重要です。
　教育とは、単に知識を与える場ではなく、子どもたちの無限の可能性を引き出し、
大きく広げることができる場でなければならないと考えております。その学びの場
は、学校や家庭にとどまらず、地域社会全体が一体となって子どもたちの成長を支え
ていく必要があります。子どもたちが互いに学び合い、失敗を恐れず試行錯誤できる
環境をさらに整えていくとともに、実社会をフィールドとして、学びを実践に活かす機
会を提供してまいります。また、グローバル教育やキャリア教育などを推進するととも
に、多様な学びの選択肢を広げ、子どもたちが自らの興味や関心を追及し、自分らし
く成長することのできる環境をつくってまいります。
　入間市教育委員会の掲げる「学び合い学習の推進」、「郷土愛の醸成」、「新しい学
び舎の実現」などの教育改革が実現できるようバックアップしながら、「こどもまんな
か社会」の視点に立ち、すべての子どもが健やかに成長できる入間市を目指してまい
ります。

子どもたちの「今の幸せ」と「豊かな未来」を創ることこそが私たち大人の使命であ
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会を提供してまいります。また、グローバル教育やキャリア教育などを推進するととも
に、多様な学びの選択肢を広げ、子どもたちが自らの興味や関心を追及し、自分らし
く成長することのできる環境をつくってまいります。
　入間市教育委員会の掲げる「学び合い学習の推進」、「郷土愛の醸成」、「新しい学
び舎の実現」などの教育改革が実現できるようバックアップしながら、「こどもまんな
か社会」の視点に立ち、すべての子どもが健やかに成長できる入間市を目指してまい
ります。

　未来投資には、「未来に花咲く種をまく」ことと捉え、地域が持続的に発展するため
の基盤を築くことに果敢に取り組んでまいります。この理念は、私たちの現在の選択
や行動が、次の世代のためにより良い環境と可能性をもたらす「種」になるという信念
に基づいています。
　地球規模の取組であるＳＤＧｓは、国、自治体、産業界、市民など、多様な主体が一丸
となって協力しなければ達成できませんが、特に自治体の責任と役割が大切であると
考え、取り組んでまいりました。短期的な利益や効果のみを追求するのではなく、長
期的な視点に立ち、地域全体の未来を見据えた取組は、必ずや未来への投資となる
と確信しております。
　とりわけ、本市の未来を支える経済基盤の強化に向けて、市内経済の成長を促進
し、雇用の拡大を図るため、新産業団地の整備と企業誘致に取り組んでまいります。
具体的には、これからの４年間で土地区画整理事業が実施できるよう、現在の農地を
都市的土地利用へと転換し、市街化区域への編入に向けて関係機関と調整してまい
ります。並行して、入間市が定めた「入間市企業誘致戦略」や「入間市ＳＤＧｓ未来都市
計画」に掲げているヘルスケア・食品産業、医療関連企業をはじめとした製造業、ＡＩ技
術の普及により需要が増しているデータセンター、今後成長が期待されている産業
など幅広い分野からの企業誘致に取り組んでまいります。
　また、地域新電力「いるまｅ－ＭＩＲＡＩ株式会社」と連携したＧＸ※（グリーントランス
フォーメーション）の取組を通じて、官民連携による脱炭素社会の実現と、本市におけ
る循環経済（サーキュラーエコノミー）の確立を目指してまいります。
　このような取組により、地域の未来に希望をもたらし、次世代に誇ることができる
持続可能で魅力的な地域社会を創造するとともに、市民一人ひとりが成長を実感し
ながら安心して生活できる環境を育んでまいります。

※GX：脱炭素社会の実現に向けた取組を通じた、経済社会システム全体の変革のこと
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フォーメーション）の取組を通じて、官民連携による脱炭素社会の実現と、本市におけ
る循環経済（サーキュラーエコノミー）の確立を目指してまいります。
　このような取組により、地域の未来に希望をもたらし、次世代に誇ることができる
持続可能で魅力的な地域社会を創造するとともに、市民一人ひとりが成長を実感し
ながら安心して生活できる環境を育んでまいります。
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　明けましておめでとうございます。入間市の皆
さまにおかれましては、お健やかに新春をお迎え
のこととお慶び申し上げます。
　昨年は、イベント交流、スポーツ交流等を通じ
て親交を深めることができました。また、入間万
燈まつりでは佐渡の芸能披露や物産展を行わせ
ていただき、多くの皆さまからご歓待を賜り、誠にありがとうございました。
　当市では、昨年「佐渡島の金山」が世界文化遺産に登録されました。これまで入間市の皆
さまからご支援いただきましたことを御礼申し上げます。「世界の宝」として認められた

島の文化的価値の保存と継承に全力で取り組んでいく所存でございます。
　本年も多方面にわたり両市の交流を推進し、友好の絆を深めてまいりたいと思いますので、今後とも末永いお付き合い
をお願い申し上げます。
　結びに、入間市の益々のご発展と入間市の皆さまのご多幸とご健勝を祈念し、新年のご挨拶といたします。

姉妹・友好都市からの新年のご挨拶

佐渡市長　渡辺 竜五

ヴォルフラーツハウゼン市 第一市長　 Klaus Heilinglechner
クラウス ハイリングレヒナー

寧波市奉化区人民政府区長　魏 建根

わたなべ りゅう ご

親愛なる姉妹都市、入間市の皆さま
　ヴォルフラーツハウゼン市より心を込めて新年のご挨
拶を申し上げます。
　私達の友好関係は、深い敬意と大いなる共感に基づい
ています。それは、何千キロも離れた距離を超えて深い友
情が成り立つという証です。昨年は8月に入間市から当市
に青少年訪問団をお迎えし、10月には当市代表団が万燈
まつりに参加しました。皆さまの温かいおもてなしは参
加者に深い感動を与え、決して忘れることはありません。

　これらの出会いは両市の友好を豊かにし、国際理解を強化します。37年間続く絆に感謝
申し上げますとともに、これからもたくさんの出会いを楽しみにしております。
本年が皆さまにとって、幸せで健康で実り多き一年となりますよう心よりお祈り申し上げ

ます。

入間市の皆さまへ
　新春にあたり、奉化区と区民を代表し、入間市
の皆さまに新年のご挨拶と祝福を申し上げます。
　2000年の友好都市提携以来、両市は相互理解
と友情を深め、文化、教育などの分野で多彩かつ
実りある交流と協力を展開してまいりました。こ
のことは、友情を一層深め、共通の認識を育む礎
となっています。
　また、今年が、より広く、より多様に、そしてよ

り深く交流の可能性を掘り下げ、両市の振興に繋がる学び合いを促進する年となるよう願っています。
　貴市の益々の発展と繁栄、皆さまの幸福と健康を心よりお祈り申し上げます。
　龍舞った豊年の雰囲気を残し、蛇を迎えた今年がより良い年になるとともに、新たな道を拓く年でありますように！

ウェイ ジヤンゲン
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TOPICSTOPICS
トピックス

EVシェアリング第3弾スタート！

日本代表選手に学ぶ！陸上教室

今年の冬はおうち丸ごと
省エネ大作戦!!

第28回むかしのくらしと道具展

第9回T-1グランプリ in 入間
参加者募集

　12月1日㈰から、市役所本庁舎および健康福祉センターに続く第3弾として、藤沢地区センターにて
EVシェアリングがスタートしました。日常の買い物や送迎にぜひお気軽にご利用ください。
※利用にはシェアリングサービスアプリeemoへの登録が必要です。
日土・日・祝日（終日）　場藤沢地区センター　金15分220円から　問エコ・クリーン政策課

　富士通株式会社陸上競技部所属・佐藤拳太郎氏（入間市スポーツアンバサダー、パリ2024オリンピッ
ク陸上400ｍ、4×400ｍリレー日本代表、男子400ｍアジア記録・日本記録保持者）による陸上教室
日 1月18日㈯　対市内在住、在学の小学5年生以上（中学生以上9時30分から、小学5 〜 6
年生10時50分から）　場入間基地病院グランド　定各回50人（抽選）　申1月14日㈫までに
スポーツ推進課 M

　冬は暖房・給湯の使用、長時間にわたる照明の点灯などによりエネルギー使用量と平均月
額光熱費が1年で最も多くなる季節です！環境と家計にやさしいくらしを始めませんか？
簡単にできる取組を市のホームページで紹介しています！　問エコ・クリーン政策課

日 1月7日㈫〜 2月16日㈰※期間中休館日あり　内人々のくらし、まちの様子が大きく変わってきた昭和
の時代を中心に当時の道具や写真など300点あまりの資料を展示します。会期中毎日実施するむかしの
遊びや仕事の実演のほか、休日には体験イベントも行います。 金観覧料無料※常設展示は有料　場・問
博物館アリット

日 3月2日㈰13時〜 17時　場埼玉県茶業研究所（上谷ケ貫）　対市内の小学3年生〜 6年生
内お茶のいれ方など3つのお茶競技で競い合い、狭山茶のチャンピオンを決定します　
定先着80人　申 2月14日㈮までに農業振興課M t1.grand.prix.iruma@gmail.com

2966-1684

窓口　 電話　 メール　 ファクス　 Webサイト　 郵送　☎電話番号　 メールアドレス　 ファクス番号
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日 月 火 水 木 金 土

市役所土曜開庁

市役所土曜開庁

・転入・転出等の住民異動届
・戸籍届の受付
・住民票の写し、戸籍に関する証明書の交付
・印鑑登録、印鑑登録証明書の交付

・パスポートの交付（９時〜。申請は不可）
・マイナンバーカードの交付、おうち受取プラン
　による申請、電子証明書の更新など

土曜開庁
8時30分〜12時
取り扱い業務とき（日付）　 とき（時間）　 ところ　 対象　 内容　 定員　 参加費・入場料　 問い合わせ
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狭山市医師会・狭山市歯科医師会

内科、外科、小児科 診療時間 9時〜12時※12月29日〜1月3日は13時
〜15時も受診可

歯科 診療時間　第1・3・5日曜日と祝日・休日の9時〜12時

狭山市狭山台3-24（狭山市保健センター隣）　　☎2958-8771

　※受付は、診療終了時間の 30 分前まで

入間市夜間診療所
（健康福祉センター内）☎2966-5515 ●● ●● ●● ●●

狭山市急患センター　　☎2958-8771 ●● ●● ●●
  診療時間　19時30分〜22時30分

日　月　火　水　木　金　土

その他のイベント情報は
右記市公式ホームページ
からご覧いただけます。
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保護者　 1家族100円　 ・

青少年活動センター

13時
じ

〜 15時
じ

　 英
えい

語
ご

、中
ちゅうごくご

国語、
ス
す

ペ
ぺ

イ
い

ン
ん

語
ご

で相
そう

談
だん

できます ・
地
ち

域
いき

振
しん

興
こう

課
か

みんなでたき火デー

10時〜 14時30分　 キャンプファイヤー、薪
割り体験等　 ・ 青少年活動センター

フードドライブにご協力を

入間市武道館・弓道場の利用再開

11時〜14時（毎月第3水曜日） 市役
所市民ホール 　 フードバンクいるま事
務局☎080-6555-9804、生活支援課

終日　 情報政策課
コンビニ交付サービスの一時停止

星にまつわるイベント

◇お昼の天体観望会 14時〜 15時30分　◇星
空かふぇ（中学生以下保護者同伴） 18時〜 18
時15分　◇天体観望会（中学生以下保護者同伴） 

18時30分〜 20時　 ・ 児童センター　

大人のためのプラネタリウム 暮らしと福祉の困りごと何で
も相談会

就職面接会
11時〜 11時40分　 100円
・ 児童センター  ※託児は前

日までに電話により予約（条件有）
10時〜 16時　 東金子地区セ

ンター　 暮らしの相談や福祉の
相談　 総合相談支援室

13時30分〜 16時　 産業文
化センター　 参加企業15社（中
高年歓迎）　 ハローワーク所沢
☎04-2992-8609、商工観光課

救急指定病院
（24時間対応）

年始の
当番歯科医院

病院に行くか迷ったら

医療機関案内（24時間対応）

次の電話相談も利用できます

埼玉県救急電話相談♯7119（24時間対応）
回線によりつながらない場合　☎048-824-4199

小児救急電話相談（15歳未満）♯8000   ☎048-833-7911

埼玉県救急医療情報センター    　　 ☎ 048-824-4199
埼玉西部消防局 休日夜間病院案内 　☎ 050-1808-8872

深夜や早朝、休日の急病で診察可能な病院がわからないとき
原田病院        　 　　　　☎2962-1251
豊岡第一病院　　 　　　　☎2964-6311
豊岡整形外科病院 　　　　☎2962-8256
西武入間病院  　  　　　　☎2932-1121
小林病院             　　　　☎2934-5121

1月1日(水・祝)  青島デンタルオフィス    ☎2965-8123
1月2日㈭　　えんどう歯科医院     　  ☎2964-0640
1月3日㈮　　木下歯科医院     　       ☎2934-6588

電話受付　9 時〜 12 時
診療時間　10 時〜 12 時（要電話予約）
※狭山市急患センターも利用可
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日 月 火 水 木 金 土

カレンダー1月 申し込み不要のイベントです。参加費等がかかるもののみ、金額を掲載しています。
とき（日付）　 とき（時間） ところ　 対象　 内容　 定員　 参加費・入場料 問い合わせ
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26
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20

27
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21

28

とき 内科担当 外科担当
1月1日(水・祝) 金子病院　　 　　☎2962-2204 豊岡第一病院　　   ☎2964-6311

2日㈭ 入間ハート病院　 ☎2934-5050 原田病院　　　　   ☎2962-1251

3日㈮ 西武入間病院　 　☎2932-1121 豊岡整形外科病院   ☎2962-8256

5日㈰ 金子病院　　 　　☎2962-2204 豊岡第一病院　　   ☎2964-6311

12日㈰ 小林病院　　 　　☎2934-5121 原田病院　　　　   ☎2962-1251

13日(月・祝) 西武入間病院　 　☎2932-1121 豊岡整形外科病院   ☎2962-8256

19日㈰ 入間ハート病院　 ☎2934-5050 豊岡第一病院　　   ☎2964-6311

26日㈰ 金子病院　　 　　☎2962-2204 原田病院　　　　   ☎2962-1251
 診療時間 9 時〜 12 時・13 時〜 17 時 ※各病院で診療時間が異なる場合あり

内科、外科、小児科 診療時間 9時〜12時※12月29日〜1月3日は13時
〜15時も受診可

歯科 診療時間　第1・3・5日曜日と祝日・休日の9時〜12時

狭山市狭山台3-24（狭山市保健センター隣）　　☎2958-8771

※受付は、診療終了時間の 30 分前まで

入間市夜間診療所
（健康福祉センター内）☎2966-5515 ●● ●● ●● ●●

狭山市急患センター　　☎2958-8771 ●● ●● ●●
  診療時間 19時30分〜22時30分

夜間（内科・小児科）

狭山市急患センター

日　月　火　水　木　金　土

狭山市医師会・狭山市歯科医師会

納付方法は
こちら納期限 1 月 3 1 日 金

納税は便利な口座振替で　

収税課

◇ 市県民税（第4期）
◇ 国民健康保険税（第7期）
◇ 介護保険料（第7期）
◇ 後期高齢者医療保険料（第7期）

今月の納期

消防出初め式
10時〜 12時 彩の森入間公園（雨天時は豊岡中学

校で式典のみ）※当日8時にサイレンあり　 市民安全課
お茶体験「日本茶アワード入賞茶」

①11時10分②13時③14時30分（各30分程度）
各回先着12人程度　 ・ 博物館アリット

第2日曜日はリサイクルの日
9時〜 12時 リサイクルプラザ　 総合クリーンセンター

成人の日

令和7年入間市二十歳の集い

図書館本館臨時休館

産業文化センター　 社会教育課

※「令和7年入間市二十歳の集い」開催
のため 図書館

フードドライブにご協力を

入間市武道館・弓道場の利用再開

11時〜14時（毎月第3水曜日） 市役
所市民ホール 　 フードバンクいるま事
務局☎080-6555-9804、生活支援課

終日 情報政策課
コンビニ交付サービスの一時停止

いるぱーく
10時〜 15時　 ・ 青少年活動センター

もぐらタイム
10時〜 12時　 小学生　 青少年相談員とレ

クタイム　 ・ 青少年活動センター

大人のためのプラネタリウム
11時〜 11時40分　 100円
・ 児童センター  ※託児は前

日までに電話により予約（条件有）

文化財防火訓練

9時30分〜 10時30分　 西久保観音堂（宮寺）
消防団による一斉放水等 博物館

次の電話相談も利用できます

埼玉県救急電話相談♯7119（24時間対応）
回線によりつながらない場合　☎048-824-4199

小児救急電話相談（15歳未満）♯8000   ☎048-833-7911

休日当番病院 入間地区医師会

※内科も受診可

※内科も受診可

※内科も受診可

広報いるま   2025年（令和7年）1月号8



あつまれ！いるまぐみ
イベント 参加費等がかかるもののみ、金額を掲載しています。

子どもを対象にしたお知らせを掲載しています。

児童センター

◆星座めぐり(やぎ座）

◆豆まき会
　〜豆をまいて鬼を退治だ〜　

◆みんなであそぼう012
　〜おにとあそぼう〜

◆第8回いるま和文化祭
　子どもたちの和の一日

◆パパ子でエンジョイ！
　子育て講座

◆頑張っているママたちの
　シェイプアップ教室

◆休日相談会

健康福祉センター

その他

 1月12日㈰13時45分〜 14時15
分　 ※該当誕生星座の方は
記念写真をプレゼント

1月19日㈰14時開演　 三味線、
筝、尺八、太鼓、踊り等の和文化体
験　 体験フリーパス
500円　 ・ 産業文
化センター

2月1日㈯10時〜 12時　 市民活
動センター　 3歳〜小学生の子ど
もと保護者（ママ参加可） 先着
25組　 1月6日 ㈪9
時〜 31日㈮に男女共
同参画推進センター

☎2964-2536

2月20日㈭、25日㈫、3月4日㈫、
6日㈭（全4回）10時30分〜 12時　

市民体育館　 エクササイズ　
先着20人 ※子連れ参加可　

2,500円　 1月7日
㈫〜 2月4日㈫に市民
体育館

2月1日 ㈯10時 〜 11時30分　
お面作りと豆まき（お面の配布

は数がなくなり次第終了）

2月20日 ㈭11時 〜 11時30分　
歌や手遊び、パネルシアター

1月18日㈯9時〜 16時　 教育
センター　 市内在住で、こどもの
発育・発達で気になること、心配
事の相談を希望する保護者（予約優
先）※小学校就学の進め方相談も可

1月14日㈫までに児童発達支援セ
ンター（健康福祉センター内）※平
日9時から ☎2968-7785

掲
載
の
応
募
は

申
込
フ
ォ
ー
ム

ま
で
！

◆ネイチャークラフトたいけん ◆音楽ワークショップ
　森の音楽をつくろう！冬2月8日㈯①10時〜 12時②13

時30分 〜 15時30分　 小学生　
森から材料を探してクラフトづ

くり　 各回先着10人　 200円
（材料費）  1月18日㈯10時〜 2
月1日㈯17時まで

2月22日㈯13時〜 15時　 小
学生　 冬の森で聞こえた音を音
楽 に し て み よ う　 先 着15人　  

1月12日㈰10時〜 2月20日㈭
17時

青少年活動センター

施設問い合わせ ◉博物館アリット☎2934-7711◉健康福祉センター☎2966-5511◉文化創造アトリエ・アミーゴ☎2931-3500　
◉図書館（本館）☎2964-2415 ◉産業文化センター☎2964-8377◉児童センター☎2963-9611　
◉総合クリーンセンター☎2934-5546◉青少年活動センター☎2962-1005◉市民体育館☎2962-1125

◆休日開放事業
1月18日 ㈯9時30分 〜 11時30

分　 市内在住で、心身の発達に
遅れまたは障がいのある児童と保
護者　 「元気キッズ」プレイルー
ム内での親子の自由遊び※児童だ
けの利用不可　 先着5組　 ・

平日9時から児童発達支援セン
ター（健康福祉センター内）
☎2968-7785
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ねぇねぇあそんで！

窓口　 電話　 メール　 ファクス　 Webサイト　 郵送　☎電話番号　 メールアドレス　 ファクス番号
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TOPICSTOPICS
トピックス

市民税・県民税の申告と所得税の確定申告
所得税の確定申告は、e-Tax・スマホ等の電子申告が便利です！
※日程や確定申告の詳細はホームページをご確認ください
問市民税·県民税の申告に関すること：市役所市民税課（内線2114〜2116）
　所得税の確定申告に関すること：所沢税務署☎04-2993-9111（自動音声案内「0」）

◆市の会場で申告できるもの◆
①令和7年度分の市民税・県民税の申告
②令和6年分の所得税の確定申告（次のすべての要件を満たすもの）

●営業等・農業・不動産・総合譲渡（ゴルフ会員権等）・雑所得（経費計算があるもの）・分離課
税による所得がない　●所得税の住宅借入金等特別控除等の住宅関連の税額控除・雑損控除・
国外居住者の扶養控除及び外国税額控除を受けない

とき　 ところ　 対象　 内容　 定員　 参加費・入場料　 申し込み　 問い合わせ

市民税・県民税・確定申告日程　　　受付時間　9時～ 14時　※土・日・祝日は休み

2月17日㈪ 金子地区センター
（金子地区） 2月25日㈫、26日㈬ 宮寺・二本木地区センター（宮寺公民館)

（宮寺・二本木地区）

2月18日㈫ 藤沢地区センター
（東藤沢・下藤沢） 2月27日㈭、28日㈮ 東金子地区センター

（東金子地区）

2月19日㈬ 藤沢地区センター
（上藤沢・下藤沢） 3月3日㈪〜5日㈬ 市役所4階大会議室

（豊岡地区）

2月20日㈭ 西武地区センター
（野田・新光） 3月6日㈭〜17日㈪ 市役所4階大会議室

（全地区）

2月21日㈮ 西武地区センター
（仏子・新光）

※各会場は駐車場が狭いため、車での来場はご遠慮ください
※市役所会場の臨時駐車場は旧市民会館です

持ち物（すべて令和6年分の資料） 備考　※受付整理券は、必要書類がすべてそろっている方へお渡しします。
収
入
が
分
か
る
資
料

給与収入の源泉徴収票 【給与の源泉徴収票発行·問い合わせは勤務先へ】
【年金の源泉徴収票発行·問い合わせは日本年金機構など支払元へ】
⇒ねんきんダイヤル☎0570-05-1165公的年金等の源泉徴収票

上記以外の収入の証明書等 【発行・問い合わせは支払元へ】個人年金や報酬等、市役所で申告できる
収入がある方（支払証明書等）

各
種
控
除
が
わ
か
る
資
料

（
該
当
の
控
除
を
受
け
る
方
の
み
）

配偶者·被扶養者の収入金額が　
わかる資料

【発行・問い合わせは支払元へ】控除対象者とする方の令和6年分の収入が
わかるもの（源泉徴収票等）

社会保険料控除証明書

【領収書または納付額のお知らせの発行·問い合わせは加入先へ】
※入間市の納付額のお知らせは、令和7年1月中に送付します
国民健康保険税・介護保険料の納付額⇒収税課収納管理担当
後期高齢者医療保険料の納付額⇒国保医療課後期高齢者医療担当

生命·地震保険料控除証明書 【発行・問い合わせは支払元へ】

障害者控除がわかる資料 障害者控除対象者認定書⇒介護保険課介護保険担当
※身体障害者手帳・精神障害者保健福祉手帳・療育手帳

寄附金控除がわかる資料 【発行・問い合わせは支払元へ】寄附金の領収書等　※ワンストップ特例
制度を申請していても、申告する場合は計算に含める必要あり

医療費控除の明細書 必ずご自宅で作成のうえ、お持ちください
※国税庁ホームページからダウンロードできます

マイナンバー及び口座がわかる資料 マイナンバーカード（被扶養者分含む）と本人確認書類、申告者本人名義
の通帳またはキャッシュカード

申告期限：令和7年3月17日㈪
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有料広告欄 有料広告欄

とき ところ　 対象　 内容　 定員　 参加費・入場料 申し込み　 問い合わせ 窓口　 電話　 メール　 ファクス　 Webサイト　 郵送　☎電話番号　 メールアドレス　 ファクス番号

ボランティア養成講座～高齢者の通いの場～

日 1月23日〜 2月27日の毎週木曜日（2月20日の
ぞく）10時〜 11時30分（全5回）　場宮寺・二本
木地区センター　定先着30人　申 1月20日㈪ま
でに高齢者支援課窓 〒

入間の食材を味わう拘りお手軽ピザ作り教室

日 1月25日㈯10時〜 13時　場農村環境改善セン
ター　定 8人（抽選）　金 1,600
円　申 1月19日㈰までに農村環
境改善センター窓 M☎2936-
0900 info@iruma-noukai.jp

入間市 日帰りスキー教室

日①1月26日㈰②2月23日（日・祝）　場軽井沢ス
ノーパークスキー場　対小学生以上※3年生以下は
保護者同伴　定各回先着45人　金大人11,000円、
中学生・高校生9,000円、小学生7,500
円※レンタル代別　申①1月4日㈯か
ら、②2月1日㈯からスポーツ推進課 M

お耳のきこえ教室

①講話「耳のきこえについて」
日 1月29日㈬14時〜 15時30分　対高齢期の耳の

きこえについて関心のある方　定先着60人
②スクリーニング・聞こえチェック体験（アプリに
よる聴力チェック）
日 1月31日㈮10時〜 11時30分　対①に参加した
65歳以上の方　定先着20人
共通事項 場黒須地区センター　申1
月7日㈫〜 24日㈮に高齢者支援課 M

姿勢改善ストレッチ講座

日 1月30日㈭①10時〜 11時②13時〜 14時　対

中学生以上　内正しい姿勢の重要性や日常ででき
る簡単なストレッチを学ぶ　定各回先着15人　
金 500円　場・申産業文化センター

脳げんき教室

日 1月31日〜 3月7日の毎週金曜日（全6回）10時
〜 11時30分　場黒須地区センター高倉分館　対
65歳以上　内脳トレと体操　定先着30人　申 1
月7日㈫〜 23日㈭に高齢者支援課窓

精神障害者に対する旅客運賃の割引について

対精神障害者保健福祉手帳（旅客鉄道株式会社旅
客運賃減額　第1種または第2種の記載があるも
の）をお持ちの方、第1種は精神障害者保健福祉手
帳1級の方、第2種は精神障害者保健福祉手帳2級
または3級の方　内旅客鉄道会社等の旅客運賃の
割引対象に精神障害者が追加されました。
　精神障害者保健福祉手帳に第1種または第2種の
記載を希望される方は、障害者支援課窓口でスタ
ンプを押印しますので手帳をお持ちください。
問障害者支援課

心身の健康

詳しい日程は市公式ホーム
ページをご確認ください。

お気軽にご利用ください

相談先がわからない場合は
総合相談支援室（内線 1311～1315）

市 民 相 談

くらしとデジタル

発達障害講演会

日 2月1日㈯14時〜 16時　場健康福祉センター　
対市内在住・在勤者　内発達障害を理解し、共に
過ごす上での対応方法等を学ぶ　定

先着100人　申地域保健課（健康福祉
センター内）窓 M☎ 2966-5513

パワーヨガ

日①2月5日②12日③19日④26日の水曜日13時
〜 14時　対 15歳以上　場市民体育館　内運動を
これから始められる方にも安心のヨガ　定先着20
人　内 1回1,000円（初回500円） 場・
申 1月7日㈫〜 20日㈪に市民体育館
窓 M

健康づくりボランティア研修会

日 2月7日㈮14時〜 16時　場産業文化センター
対市内在住の方　内笑顔引き出す認知症予防レ
ク（講話と体験）　定先着30人　申 2月6日㈭まで
に地域保健課（健康福祉センター内）窓 ☎2966-
5513

脂肪燃焼エクササイズ

日①2月7日②14日③21日④28日の金曜日10時
〜 11時　場 市民体育館　対 15歳以上　定 先着
20人　金 1回1,000円（初回500円）
申 1月7日㈫〜 20日㈪に市民体育館
窓 M

第32回 入間市武道祭

日 2月11日（火・祝）9時〜 11時55分　場武道館
内剣道、柔道、弓道、少林寺拳法、なぎなた、合
気道、居合道の演武と体験　問スポーツ推進課

モルック教室

日 2月16日㈰10時〜 12時（雨天中止）　場彩の森
入間公園　対 3才以上（小学生以下は保護者同伴）
定先着120人　申 1月15日㈬までに
彩の森入間公園管理センター窓 M

☎2960-1664　問スポーツ推進課

申告が必要です 償却資産

　令和7年1月1日現在、事業をしている方で、事
業用の構築物・機械・工具・器具・備品等を市内
に所有している個人および法人は申告が必要です。
郵送・電子申告（eLTAX）による申告にご協力くだ
さい。 期限1月31日㈮まで　問資産税課

都市計画案の縦覧および意見書の提出

日 1月14日㈫〜 28日㈫　場都市計画課　対入間
市の住民および利害関係人　内都市計画法第17条
に基づく都市計画変更案（「第33号生産緑地地区」）

（入間市決定）の縦覧および意見書の提出　申 1月
28日㈫までに都市計画課窓 M 〒

県営住宅入居者募集

申 1月21日㈫までに都市計画課、各地区センター
（分館のぞく）　問埼玉県住宅供給公社県営住宅課

☎048-829-2875
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有料広告欄

とき ところ　 対象　 内容　 定員　 参加費・入場料 申し込み　 問い合わせ

企業人権講演動画

配信期間 1月31日㈮まで　場 市公式
YouTubeチャンネル　問商工観光課

女性の起業・副業ブラッシュアップ講座

日 2月11日（火・祝）10時〜 12時　場男女共同
参画推進センター　対市内在住・在勤で、起業・
副業に興味のある女性　内先輩起業
家とのディスカッション等　問男女
共同参画推進センター

地域で子育てサポートしませんか？

日 2月12日㈬、13日㈭、19日㈬、20日㈭（全4回）
9時30分〜 16時30分　場産業文化センター　対
市内在住の20歳以上　内病児や緊急時の預かり等
の援助活動における有償ボランティアの養成講習
申 2月11日（火・祝）までに緊急サポートセンター
埼玉 ☎048-297-2903　問こども支援課

女性リーダー養成講座

日 2月20日㈭、3月6日㈭10時〜 12時（全2回）　
場男女共同参画推進センター　対市内在住・在勤
の女性　内さまざまな場面で、自分の意見を伝え
られるように自己表現の方法を学ぶ　定先着15人
申 1月8日㈬9時〜 2月13日㈭に男女共同参画推進
センター M　※託児（先着4人、1
歳〜未就学児）２月6日㈭までに要予
約☎2964-2536

やまゆり荘を閉館します

　老人福祉センターやまゆり荘は、開設以来多く
の方にご利用いただきましたが、設備の老朽化、
利用者の減少等により、令和7年3月30日㈰をも
って閉館いたします。長い間ご利用いただき、あ
りがとうございました。　問高齢者支援課

市民農園利用者募集

利用期間 4月1日〜令和9年3月31日（2年間）募集対
象 中神市民農園、西武市民農園　対市内在住の方
1世帯1区画に限る　金年6,000円　申1月6日㈪
〜 20日㈪に農業振興課M M〒 ir243000@city.
iruma.lg.jp※メール、郵送の場合は、住所・氏名・
電話番号・希望する農園（現在の利用者は農園名と
区画、継続利用の有無）を記載※本人
確認書類の写し必須　※郵送は封書

（任意の用紙に記入）でお願いします

は市民団体・サークル等のイベントです。

ビルマン聡平コンサート～冬色の旋律～

日 1月18日㈯14時開演　出演ビルマン聡平※新
日本フィルハーモニー交響楽団第2ヴァイオリン
首席奏者（Vn.）、中山博之（Pf.）　定先着90人（未
就学児入場不可）　金 2,000円（当日2,500円）　
場・申文化創造アトリエ・アミーゴ窓

「濃厚狭山茶体験いるまの沼」PRイベント

日 1月18日㈯10時30分〜15時　場三井アウトレ

ットパーク 入間（宮寺）　内観光庁補助金「地域観
光新発見事業」の取組で誕生した多彩な狭山茶体験
をPR。会場では体験紹介ブースやお得な予約キャ
ンペーンを実施　問商工観光課

2025ジャズデースペシャルコンサート

日1月25日㈯18時30分開演　場 文化創造アトリ
エ・アミーゴ　出演中山拓海（Sax.）&山下洋輔（Pf.）
プレミアムデュオ　主催入間ジャズクラブ　金前売
3,500円（当日4,000円）　問坂本☎090-3092-5730

大人の工作会「はじめての水引アレンジ」

日 1月26日㈰13時30分〜 15時　場金子地区セン
ター　対初心者向け　内水引で日常使いできる小
物を作成　定先着8人　申 1月12日㈰9時から図
書館金子分館窓 ☎2936-1811

マンドリンコンサート

日 1月29日㈬13時30分開演　場扇町屋地区セン
ター久保稲荷分館　主催マンドリンアンサンブル
ももくり3ねん　問畠山☎090-9954-8785

第24回入間市三曲連盟定期演奏会

日 2月2日㈰12時開演　場産業文化センター　問
社会教育課

歌声カルテットの昭和歌謡コンサート

日 2月8日㈯14時開演　内プロのボーカリスト・
演奏家と共に長く愛される唱歌や歌謡曲を楽しむ
金前売2,500円（当日3,000円）※未
就学児入場不可 場・申産業文化セ
ンター窓 M

2025年入間市囲碁連盟新春囲碁大会

日 2月9日㈰9時40分開会　場藤沢地区センター
内クラス別4回戦　定先着120人　金 1,500円（高
校生以下500円）　申 1月25日㈯までに蔦

つ た
林
ばやし

M

☎2965-2455 jumbow@icloud.com

郷土講座「木蓮寺の稲荷様の古文書を読む」

日 2月9日㈰13時30分〜 15時　場金子地区セン

ター　対成人の方　内貴重な古文書に触れ、真実
を探る　定先着20人　申 1月10日㈮9時から図書
館金子分館窓 ☎2936-1811

金子 淳ピアノ演奏会

日 2月15日㈯14時開演　内オールショパンプロ
グラム　定 先着90人（未就学児入場不可） 金

2,000円（当日2,500円）　場・申文化創造アトリ
エ・アミーゴ窓

会員募集

シャンソンの会 日毎月第1火曜日13時30分〜
15時30分　場宮寺・二本木地区センター二本木
分館　講師ショーン星野先生　金月3,000円（入
会金なし）　問北折☎2936-4487
ソフトボール オールドフレンズ　日毎週火・木曜
日8時30分〜 12時　場黒須運動場　対 60歳以上
金 年10,000円（入会金なし）　問 古野☎2966-
3355
あゆみの会 日 毎月第2水曜日8時30分〜 15時
30分　場東金子地区センター　金年4,000円（入
会金なし）　問齋藤☎2936-2672
うたごえ広場ららら 日毎月第1・3水曜日13時
30分〜 16時　場藤沢地区センター　講師中島清
美先生　金月2,000円（入会金なし）　問林田☎
090-8487-9194
扇町屋英会話同好会 日毎週火曜日18時〜 20時
場扇町屋地区センター　対 18歳以上　講師 カー
ト・ストラセニー先生　金月3,000円（入会金な
し）　問森岡☎090-9271-7171
東町ヨガサークル 日毎月第1・2・4水曜日13
時〜 14時30分　場東町地区センター　対女性
講師浅賀由美子先生　金月3,000円（入会金1,000
円）　問松園☎090-6303-9120
フリージア（エクササイズとヨガ） 日毎週月曜日
14時〜 15時　場健康福祉センター　講師大和田
信子先生　金月2,500円（入会金1,000円）　問宮
下☎090-9848-4857
中国健康体操会　日平日9時〜 10時　場市民体
育館　講師 中国健康体操普及協会指導員　金年
2,000円（入会金1,000円）　問佐藤☎2963-8563

窓口　 電話　 メール　 ファクス　 Webサイト　 郵送　☎電話番号　 メールアドレス　 ファクス番号

市民と文化
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未来へのリレーコラム

手話を学ぼう！

「お正月」

SDGs
～未来のために、いまできること～

東町中学校編

NEXT 向原中学校

埼玉県都市ボートレース企業団からの配分金は、
貴重な一般財源として活用しています。

ボートレース戸田
開催予定日

役立っています、配分金 1月3日㈮～8日㈬、11日㈯～14日㈫、26日㈰～31日㈮、2月3日㈪～6日㈭、9日㈰～
14日㈮、18日㈫～23日(日・祝)、26日㈬～３月3日㈪、7日㈮～10日㈪、13日㈭～
17日㈪、20日(木・祝)～25日㈫、30日㈰～31日㈪                           ■財政課問

入間市宮寺在住。中央大学理工学部を卒業後、総合マーケティング会社に入社し、企業のブランディ入間市宮寺在住。中央大学理工学部を卒業後、総合マーケティング会社に入社し、企業のブランディ
ングやマーケティング戦略に取り組む。その後、大量生産大量消費社会への疑問を抱き、持続可能ングやマーケティング戦略に取り組む。その後、大量生産大量消費社会への疑問を抱き、持続可能
な社会づくりに貢献するために、一般社団法人ECEFを設立。現在は、プロジェクト推進支援を専門な社会づくりに貢献するために、一般社団法人ECEFを設立。現在は、プロジェクト推進支援を専門
とする「ハグルマニ」を開業し、企業、自治体、NPO法人のプロジェクト推進支援を主な生業とする。とする「ハグルマニ」を開業し、企業、自治体、NPO法人のプロジェクト推進支援を主な生業とする。

新たな住民も大歓迎！栢
かや

の木まつりが育む地域の絆
栢の木まつり実行委員会 事務局長  栢の木まつり実行委員会 事務局長  田中 新吾田中 新吾さんさん
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

インタビュー動画はこちら→

？？ 財政課

両手人差し指を両手人差し指を
左右から寄せて左右から寄せて
上下に置く上下に置く

手話を使用する人にとって手話は、家手話を使用する人にとって手話は、家
庭や学校、職場、地域社会などでコ庭や学校、職場、地域社会などでコ
ミュニケーションを取るために欠かせミュニケーションを取るために欠かせ
ない「言語」です。皆さんも手話をない「言語」です。皆さんも手話を
学んで、心を通わせてみませんか。学んで、心を通わせてみませんか。

動画はこちらから→動画はこちらから→

障害者支援課

東町中学校では、昨年度からペットボトルキャップを集める「エコキャップ回収運東町中学校では、昨年度からペットボトルキャップを集める「エコキャップ回収運
動」を始めました。キャップはNPO法人エコキャップ推進協会を通じてリサイク動」を始めました。キャップはNPO法人エコキャップ推進協会を通じてリサイク
ル業者へ売却し、その売却益で世界の子どもたちへワクチンが届けられます。ル業者へ売却し、その売却益で世界の子どもたちへワクチンが届けられます。
エコキャップ回収運動は生徒会本部の生徒が主体で行っており、期間は2週間をエコキャップ回収運動は生徒会本部の生徒が主体で行っており、期間は2週間を
目安として、学期に1回は行うようにしています。期間中はお昼の放送等で全校目安として、学期に1回は行うようにしています。期間中はお昼の放送等で全校
に協力を呼びかけます。に協力を呼びかけます。
今年度は多くの生徒の協力今年度は多くの生徒の協力
で10月時点で約23,250個で10月時点で約23,250個
集まりました。集まりました。集められた集められた
キャップは、約800個で1キャップは、約800個で1
人分のワクチンになりま人分のワクチンになりま
す。3年生の参加率が高いす。3年生の参加率が高い
ため、今後1、2年生の教室に出向き呼びかけをしていため、今後1、2年生の教室に出向き呼びかけをしてい
きたいです。きたいです。

私たちの身近なところでできる小さな活動の積み重ねがSDGsの達成に繋がります。
中学校での取組を通じ、どんなことができるか一緒に考えていきましょう。

　狭山地区（入間市宮寺）で生まれ育ちましたが、20代
30代前半は東京で10年ほど暮らしました。結婚を機に狭
山地区に戻って来て、地元や入間市に自分のしてきた経験
やスキルを活かして何か貢献できないかと考えていました。
　狭山地区には西久保観音堂で行われる歴史ある夏まつり
があります。昔ながらのお祭りは、あって然るべきだと思
いますが、一方で新しく移り住んで来た人にとっては参加
しづらさがあるのではないかとも感じており、それが「新
しいコンセプトでお祭りを企画すれば、参加しやすくなる
んじゃないか」という思いにつながりました。
　近所に「ささら屋」というお茶農家さんがいて、同世代
ということもあって意気投合し、「秋まつりを一緒にやろ
う」と話が始まったんです。

　観音堂には市指定文化財である樹齢1,000年の「栢の
木」という木があります。栢の木の漢字は「きへんに百」
と書きます。1,000年の歴史を次の100年につなげたいと
いう思いを込めて「栢の木まつり」と名付けました。
　狭山丘陵を背負った狭山地区は自然が非常に豊かな場所
です。アイデア次第でいろんなことができると思っていま
す。地元に希望を持って、面白いことをたくさんやってい
ければいいなと考えています。これからも地域が紡いでき
た文化と歴史を大事にしつつ、新しいことにも挑戦し、次
の100年につなげていける地域にしたいと
思っています。
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人口と世帯数 12月1日現在 人口：143,587人（ -109人） 世帯数：68,488世帯（+28世帯）　（）は前月比
火事と救急 11月　火災出動：4件　　救急出動：652件　　搬送人員：564名

入間市平和都市宣言 自然を愛し、緑と清流を守り、平和で自然環境にやさしいまちをのこします。
入間市民憲章 一．健康で働き、希望にみちたまちをつくりましょう。
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